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5月16日（土） 【第1会場】

9：00～10：30	 特別企画1� 第1会場

日本腫瘍循環器学会との合同企画

腫瘍循環器の臨床を多職種でアップデート：日常診療の疑問、チーム医療遂行の課題を取り上げる
	 座長：	村上　好恵 （�慶應義塾大学   看護医療学部）
	 	志賀　太郎 （�がん研究会 有明病院   腫瘍循環器・循環器内科）
	 ファシリテータ：	関根　郁夫 （�筑波大学医学医療系   臨床腫瘍学）
	 	下村　昭彦 （�国立健康危機管理研究機構   国立国際医療センター がん総合内科/乳腺・腫瘍内科）
	 	津端由佳里 （�岐阜大学大学院医学系研究科   呼吸器内科学分野）
	 	田尻　和子 （�国立がん研究センター東病院   循環器科）
	 	藤阪　保仁 （�大阪医科薬科大学医学部   内科学講座腫瘍内科学）
	 	北原　康行 （�地方独立行政法人東京都立病院機構   がん・感染症センター都立駒込病院   循環器内

科）

SP1-1	 �腫瘍循環器リハビリテーション（CORE）の実装に向けた多職種連携：腫瘍循環器ラウンドの実践
と課題

	 国立がん研究センター東病院   リハビリテーション室	 小西　信子

SP1-2	 �CTRCD早期発見に向けた多職種連携：富大モデルの提唱と運用後の課題
	 富山大学附属病院   薬剤部	 石川　雄大

SP1-3	 �がん治療関連心血管毒性の強敵「不整脈」にいざ立ち向かう!
	 東京慈恵会医科大学   腫瘍・血液内科	 郡司　匡弘

SP1-4	 �心不全を併発したがんサバイバーとの関わりから腫瘍循環器看護における課題と今後の役割を
考える

	 医療法人社団康幸会かわぐち心臓呼吸器病院   看護部	 細萱　順一

SP1-5	 �オシメルチニブ療法から考える外来がん薬物療法における循環器毒性管理の現状と多職種連携
の課題

	 岐阜大学医学部附属病院   薬剤部	 廣瀬智恵美

10：40～12：10	 会長企画1� 第1会場🄿

がんと子どものこころのケアのために
	 座長：	矢野　真吾 （�東京慈恵会医科大学   腫瘍・血液内科）

PS1	 �がんと子どものこころのケアのために
	 上智大学総合人間科学部心理学科	 横山　恭子

14：35～15：05	 会長講演� 第1会場
　

	 座長：	薄井　紀子 （�東京慈恵会医科大学   腫瘍・血液内科）

PL	 �未来創世
	 東京慈恵会医科大学   腫瘍・血液内科	 矢野　真吾
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15：15～16：45	 特別企画2 第1会場🅂    🄿

日本プライマリ・ケア連合学会との合同企画

がん診断後の旅路をともに支える：長期サバイバー支援におけるプライマリ・ケア協働の課題と展望
	 座長：	佐々木治一郎 （	北里大学医学部附属			新世紀医療開発センター）
	 	井沢　知子 （	神戸市看護大学）

SP2-1	 	Lost	in	Transition　～移行期支援の実践課題～
	 一般社団法人CSRプロジェクト／キャンサーソリューションズ株式会社	 桜井なおみ

SP2-2	 	がん治療後の協働ケアを設計する：人生中心のケアに向けた運用モデルの提示
	 亀田総合病院			腫瘍内科	 宮地　康僚

SP2-3	 	がんサバイバーシップにおけるプライマリ・ケアの現在地と実装への課題
	 水海道さくら病院			総合診療科	 西　　明博

16：55～18：55	 シンポジウム1 第1会場🅂    🄿

格差のないがんサポーティブケアの実現を行政と共に考える
	 座長：	山本　信之 （	和歌山県立医科大学医学部			内科学第三講座）
	 	相羽　惠介 （	戸田中央総合病院			腫瘍内科）

SY1-1	 	格差のないがんサポーティブケアの実現を見据えた行政との実現性のある連携
	 東京慈恵会医科大学			腫瘍センター	 宇和川　匡

SY1-2	 	第4期がん対策推進基本計画における支持療法に関する厚生労働省の取り組み
	 厚生労働省			健康・生活衛生局			がん・疾病対策課	 川口美度理

SY1-3	 	アピアランスケア支援から広がる県行政の役割
	 富山県厚生部健康対策室健康課	 上堀　　誠

SY1-4	 	石川県におけるがん患者支援の取組み
	 石川県健康福祉部健康推進課	 中田　有美

SY1-5	 	患者会と行政の連携の実際
	 富山AYA世代がん患者会Colors	代表／富山大学附属病院	看護部	 樋口麻衣子
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5月16日（土） 【第2会場】

9：00～10：30	 シンポジウム2 第2会場

痛みと心
	 座長：	武井　大輔 （	埼玉県立がんセンター			薬剤部）
	 	松本　禎久 （	がん研究会有明病院			緩和治療科）

SY2-1	 	情動ストレスが疼痛遷延化と腫瘍進展に及ぼす影響：視床下部を介した中枢‒末梢連関の観点か
ら

	 星薬科大学			薬理学研究室／国立がん研究センター研究所			がん患者病態生理研究ユニット	 葛巻　直子

SY2-2	 	痛みと睡眠のミツな関係
	 国立がん研究センターがん対策研究所			がん医療支援部	 藤澤　大介

SY2-3	 	がん患者の痛みにおける破局的思考
	 関西医科大学心療内科学講座	 蓮尾　英明

SY2-4	 	ケミカルコーピングとスティグマ
	 獨協医科大学	 山口　重樹

SY2-5	 	がん患者の痛みとせん妄がある場合のマネジメント
	 横浜南共済病院			緩和支持療法科	 馬渡　弘典

SY2-6	 	がん患者の痛みとせん妄に対する全人的ケアをめざして：看護師の立場から
	 淀川キリスト教病院			緩和ケアセンター	 市原　香織

10：40～12：10	 シンポジウム3 第2会場🅂

免疫療法後の有害事象対応のリアル：難治例・重症例から考えるサポーティブケアの進化
	 座長：	関根　郁夫 （	筑波大学医学医療系			臨床腫瘍学）
	 	東　　光久 （	奈良県総合医療センター			総合診療科）
	 ファシリテータ：	松本　光史 （	兵庫県立がんセンター			腫瘍内科）
	 	磯貝佐知子 （	新潟県立新発田病院			看護部）

SY3-1	 	irAE対応のリアル：イントロダクション
	 筑波大学医学医療系			臨床腫瘍学	 関根　郁夫

SY3-2	 	心筋炎
	 国立がん研究センター中央病院			総合内科（循環器内科）	 親川　拓也

SY3-3	 	CRS／ICANSについて
	 神戸大学医学部附属病院			腫瘍・血液内科	 藥師神公和

SY3-4	 	ステロイド抵抗性irAEに対する治療の実際と施設規模に応じた院内整備の在り方
	 倉敷中央病院			消化器内科／京都大学大学院医学研究科			消化器内科学	 上野　真行

SY3-5	 	免疫関連有害事象対策チーム作りの現状と未来
	 みうらクリニック	 三浦　　理

SY3-6	 	irAEマネジメントと地域連携	~地域をつなぐ薬剤師の行動変容~
	 新潟県立津川病院			薬剤部	 吉野　真樹
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12：35～13：35	 ランチョンセミナー2 第2会場

共催：富士製薬工業株式会社
	 座長：	鈴木　一史 （	東京慈恵会医科大学			腫瘍・血液内科）

LS2	 	骨転移診療の最前線	―	多職種で支える骨の健康とキャンサーボードの実践	―
	 大阪南医療センター			総合診療科	 東　　光久

16：30～17：20	 スイーツセミナー1 第2会場

共催：大鵬薬品工業株式会社

乳癌治療における薬物療法と副作用マネジメントの最前線
	 座長：	酒井　　瞳 （	昭和医科大学	先端がん治療研究所）

SS1-1	 	乳癌薬物療法におけるADC製剤の位置づけ
	 がん・感染症センター	都立駒込病院			乳腺外科	 増田　紘子

SS1-2	 	支持療法を”機能させる”ために　～制吐戦略とICI症例検討会からの学び～
	 総合南東北病院看護部	 村田　美佳

17：40～18：30	 イブニングセミナー 第2会場

共催：協和キリン株式会社

外来化学療法における好中球減少症の管理
	 座長：	青儀健二郎 （	国立病院機構	四国がんセンター	乳腺外科）

ES-1	 	ジーラスタⓇボディーポッド導入における看護師の支援　－安全性・生活の視点から－
	 富山大学附属病院			看護師	 倉田　典子

ES-2	 	がん薬物療法における時間毒性への挑戦　－チームで取り組む支持療法とFN予防、
ジーラスタ®ボディーポッドの役割－

	 一宮西病院			乳腺外科	 鈴木　　瞳
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5月16日（土） 【第3会場】

9：00～10：30	 特別企画3 第3会場

日本がん口腔支持療法学会との合同企画

薬剤性顎骨壊死について
	 座長：	上野　尚雄 （	国立がんセンター中央病院			歯科）
	 	竹内　照美 （	国立がん研究センター東病院			歯科）

SP3-1	 	がん治療における薬剤性顎骨壊死を減少させるための多角的戦略：医師の立場から
	 埼玉医科大学国際医療センター頭頸部腫瘍科	 山崎　知子

SP3-2	 	がんのMRONJの予防と治療のむずかしさ
	 静岡県立静岡がんセンター			歯科口腔外科	 秦　　浩信

SP3-3	 	薬剤師は薬剤性顎骨壊死の予防に貢献できるか？
	 松山大学薬学部			医療薬学研究室	 渡邉　真一

SP3-4	 	骨修飾薬の投与開始経路からみた多職種支援体制の現状と課題
	 愛知県がんセンター			頭頸部外科部			歯科診療科	 長縄　弥生

SP3-5	 	歯科衛生士の観点から考える薬剤関連顎骨壊死の予防と患者指導
	 島根大学医学部歯科口腔外科学講座	 松田　悠平

SP3-6	 	薬剤性顎骨壊死の重症化予防にむけた看護介入の検討－整形外科医師の認識と実践状況の実態
調査を踏まえてー

	 静岡県立静岡がんセンター			看護部	 妻木　浩美

10：40～12：10	 特別企画4 第3会場

日本サイコオンコロジー学会との合同企画

精神疾患を有するがん患者のがんサポーティブケア
	 座長：	藤阪　保仁 （	大阪医科薬科大学医学部			内科学講座腫瘍内科学）
	 	藤森麻衣子 （	国立がん研究センター）

SP4-1	 	統合失調症を有する患者のがん検診とがん治療
	 岡山大学学術研究院医療開発領域			精神科神経科	 藤原　雅樹

SP4-2	 	うつ病を有する患者のがん治療
	 がん・感染症センター都立駒込病院			精神腫瘍科	 秋月　伸哉

SP4-3	 	がん患者の自殺予防
	 島根大学医学部			精神医学講座	 稲垣　正俊
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12：35～13：35	 ランチョンセミナー3 第3会場

共催：ヤンセンファーマ株式会社　メディカルアフェアーズ本部

多職種集合知で考える EGFR阻害薬治療における皮膚障害マネジメント
	 座長：	高橋　利明 （	静岡県立静岡がんセンター			呼吸器内科）
	 	平川　聡史 （	聖隷浜松病院	支持医療科）

LS3	 	講演
有効性を最大化する鍵は支持療法にあり	―	MARIPOSAが示した新たなEGFR治療戦略

	 大阪国際がんセンター			呼吸器内科	 西野　和美

	 	Discussion
患者背景から考える皮膚障害対策	―	早期発見と治療継続のための多職種アプローチ

	  	 　　　　　	 ディスカッサント：	高橋　利明 （	静岡県立静岡がんセンター			呼吸器内科）
	 	西野　和美 （	大阪国際がんセンター			呼吸器内科）
	 	柳　　朝子 （	国立がん研究センター中央病院			看護部）
	 	石川　　寛 （	静岡県立がんセンター			薬剤部）

15：15～16：45	 JASCC	&	KASCC	Joint	Symposium 第3会場🅂    🄴

日韓における終末期医療に関連する課題　
Challenging	issues	related	to	end-of-life	care	in	Korea	and	Japan
　　　　　 	Ghairs：Hei	Cheul	Jeung （	Division	of	Medical	Oncology,	Department	of	Internal	Medicine,Yonsei	

University	College	of	Medicine,	Gangnam	Severance	Hospital,	Korea）
	 	Yu	Uneno （	Department	of	Palliative	and	Supportive	Care,	Kobe	University	Hospital,	Japan）

JKS-1	 	Supporting	Family	Members	in	Decision	Making：	From	Advance	Care	Planning	to	
Surrogate	Decision	Making

	 Sanaikai	General	Hospital,	Japan	 Megumi	Kishino

JKS-2	 	Decision	making	and	care	for	socially	vulnerable	patients
	 Center	for	Palliative	Care	and	Clinical	Ethics,	Seoul	National	University	Hospital,	Korea	 Shin	Hye	Yoo

JKS-3	 	Withdrawal	of	Life-Sustaining	Treatment	in	Japan	and	South	Korea：	Legal	and	
Ethical	Perspectives	

	 Department	of	Epidemiology	and	Statistics,	National	Institute	of	Public	Health,	Japan	 Keiko	Yukawa

JKS-4	 	Real	word	practice	of	Palliative	Sedation
	 Division	of	Hemato-Oncology,	Department	of	Internal	Medicine,	Yongin	Severance	Hospital,	Korea	 Moonki	Hong

16：55～18：25	 特別企画5 第3会場🅂    🄿

がん診療の最前線で揺れる判断ーがんが治らないことを患者さんに伝えますか？ PRO/CON
	 座長：	矢野　真吾 （	東京慈恵会医科大学			腫瘍・血液内科）

SP5-1	 	病名告知の際にがんが治らないことを伝えます
	 北里大学医学部新世紀医療開発センター	 佐々木治一郎

SP5-2	 	がんが治らないことを患者さんに伝えますか－CON
	 筑波大学医学医療系			臨床腫瘍学	 関根　郁夫
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5月16日（土） 【第4会場】

9：00～9：30	 Year	in	Review	1 第4会場

Cachexia部会
	 座長：	藤井　宏典 （	岐阜大学医学部附属病院			薬剤部）

YIR1	 	胃癌悪液質のエビデンスアップデート	～阪大グループの観察研究とRCTの結果から～
	 大阪国際がんセンター			消化器外科	 山本　和義

9：45～10：15	 Year	in	Review	2 第4会場

漢方部会
	 座長：	上園　保仁 （	東京慈恵会医科大学			疼痛制御研究講座）

YIR2-1	 	Year	in	Review－漢方部会－
	 順天堂大学			薬学部			薬物治療学	 宮野加奈子

YIR2-2	 	鍼灸ワーキンググループ
	 埼玉医科大学病院			東洋医学科	 小内　　愛

10：40～11：10	 Year	in	Review	3 第4会場

神経障害部会
	 座長：	吉田陽一郎 （	福岡大学病院			医療情報部・消化器外科）

YIR3	 	CIPN	Year	in	Review	2025-
	 がん研究会有明病院			先端医療開発科	 古川　孝広

11：25～11：55	 Year	in	Review	4 第4会場

がんリハビリテーション部会
	 座長：	佐藤　　弘 （	埼玉医科大学国際医療センター			消化器外科）

YIR4	 	がんのリハビリテーション診療	up-to-date
	 慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室	 辻　　哲也

12：35～13：35	 ランチョンセミナー4 第4会場

共催：第一三共株式会社

乳癌治療薬ダトロウェイの副作用マネジメントのポイント
	 座長：	高野　利実 （	公益財団法人がん研究会有明病院			乳腺内科）

LS4-1	 	ダトロウェイの最適な制吐療法とILDマネジメントについて
	 昭和医科大学先端がん治療研究所	 酒井　　瞳

LS4-2	 	口腔粘膜炎の予防・治療のポイント
	 国立がん研究センター東病院			歯科	 小西　哲仁

LS4-3	 	ADC製剤による眼の副作用：最新の知見とマネジメントのポイント
	 国立がん研究センター中央病院	眼腫瘍科	 鈴木　茂伸

31



第11回日本がんサポーティブケア学会学術集会

プ
ロ
グ
ラ
ム

15：15～16：15	 教育講演1 第4会場🅂

高齢者機能評価とがん治療
	 座長：	田村　和夫 （	特定非営利活動法人	臨床血液・腫瘍研究会）
	 	佐伯　俊昭 （	埼玉医科大学国際医療センター	乳腺腫瘍科）

EL1-1	 	高齢者機能評価に応じたがん治療方針最適化教育プロジェクト（EPOCプロジェクト）の概要
	 福岡大学病院			医療情報部・消化器外科	 吉田陽一郎

EL1-2	 	高齢者評価機能はがん患者の介護保険導入および退院支援に活用できるか
	 埼玉医科大学国際医療センター			地域医療科／
 	 社会福祉法人埼玉医療福祉会			在宅療養支援診療所			HAPPINESS館クリニック／
 	 社会福祉法人埼玉医療福祉会			丸木記念福祉メディカルセンター	 齋木　　実

EL1-3	 	高齢者機能評価に基づく内科治療の最新のエビデンス
	 独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター			腫瘍内科	 佐藤真利子

EL1-4	 	高齢者に対する外科治療の最新のエビデンス
	 大阪国際がんセンター	 西村　潤一

16：55～17：25	 教育講演2 第4会場🅂

	 座長：	東　　光久 （	奈良県総合医療センター			総合診療科）

EL2	 	学会誌の現状とみえてきた課題
	 徳島大学大学院医歯薬学研究部	 今井　芳枝

17：40～18：10	 教育講演3 第4会場🅂

	 座長：	里見絵理子 （	国立がん研究センター中央病院／順天堂大学大学院			緩和医療科）

EL3	 	痛みと免疫の基礎的知見：神経‐免疫クロストークによる知覚神経依存的病態像の理解
	 星薬科大学			薬理学研究室／国立がん研究センター研究所・がん患者病態生理研究ユニット	 成田　　年
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5月16日（土） 【第5会場】

9：00～10：30	 ワークショップ1 第5会場🅂

がん支持医療を提供する医療者に求められるコンピテンシー（資質・能力）とは
	 座長：	渡邊　清高 （	帝京大学医学部内科学講座			腫瘍内科／JASCC			専門認定制度委員会）
	 	佐々木治一郎 （	北里大学医学部附属			新世紀医療開発センター）
	 ファシリテータ：	青儀健二郎 （	国立病院機構四国がんセンター／日本がんサポーティブケア学会			サバイバーシップ

部会）

WS1-1	 	がん支持医療専門認定制度の制度設計と認定に向けた基本的な考え方
	 帝京大学医学部内科学講座			腫瘍内科／JASCC			専門認定制度委員会	 渡邊　清高

WS1-2	 	がんサバイバーシップ教育プログラム開発とその成果
	 国立病院機構			四国がんセンター／日本がんサポーティブケア学会		サバイバーシップ部会	 青儀健二郎

WS1-3	 	専門認定制度に準拠して実施したモデル研修会の報告
	 聖隷浜松病院	 平川　聡史

WS1-4	 	大事なのは、「いそぎんちゃくのビラビラ」
	 一般社団法人CSRプロジェクト／キャンサーソリューションズ株式会社	 桜井なおみ

WS1-5	 	支持療法の推進、今後の全国展開に向けた方向性
	 厚生労働省健康・生活衛生局がん・疾病対策課	 松浦　朋美

WS1-6	 	「支える」ケアの教育に求められるもの
	 NPO法人日本がんサバイバーシップネットワーク	 髙橋　　都

12：35～13：35	 ランチョンセミナー5 第5会場

共催：中外製薬株式会社

がん治療とともにあるがん患者サポートを再考する　～「血液がん治療の今」と「がん診断時からの
緩和ケア」～
	 座長：	佐々木治一郎 （	北里大学医学部			新世紀医療開発センター			横断的医療領域開発部門			臨床腫瘍学）

LS5-1	 	リンパ腫治療の今	―	標準治療から次世代治療へ
	 東京慈恵会医科大学	腫瘍・血液内科	 瓜生　英樹

LS5-2	 	がん診断時からの緩和ケア　～患者ニーズを早い段階から支援に繋げていくために～
	 国立がんセンター東病院	精神腫瘍科・先進医療開発センター	 小川　朝生
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15：15～16：45	 特別企画6 第5会場🄿

患者力を引き出すケアとは何か—多職種で考える「Patient	Empowerment」
	 座長：	東　　光久 （	奈良県総合医療センター			総合診療科）
	 	下村　昭彦 （	国立健康危機管理研究機構国立国際医療センター			がん総合内科/乳腺・腫瘍内科）
	 ファシリテータ：	岡本　麻子 （	公益社団法人北海道勤労者医療協会			勤医協中央病院			療養支援・がん相談支援・患

者相談課）
	 	立松　典篤 （	名古屋大学医学系研究科総合保健学専攻）
	 	長谷川友美 （	奈良県立病院機構奈良県総合医療センター			緩和ケア支援室）
	 	守田　　亮 （	秋田厚生医療センター			呼吸器内科）

SP6-1	 	患者力を支援するための医療者エッセンシャル
	 奈良県総合医療センター			総合診療科	 東　　光久

SP6-2	 	患者力の向上	～医療学からのアプローチ
	 市立奈良病院			教育研修センター			糖尿病・内分泌内科	 石井　　均

16：55～18：55	 研修プログラム1 第5会場🅂    🅁

体験から学ぶリンパ浮腫指導の実際　
1部：着脱体験して弾性着衣を知りつくそう！　
2部：YouTubeによるセルフバンデージ指導を体験してみよう！
	 座長：	小川　佳宏 （	医療法人			リムズ徳島クリニック）
	 ファシリテータ：	作田　裕美 （	大阪公立大学大学院			看護学研究科）
	 	高倉　保幸 （	埼玉医科大学保健医療学部			理学療法学科）
	 	新井　直子 （	帝京大学）
	 	加藤るみ子 （	静岡県立静岡がんセンター			リハビリテーション室）
	 	坂本　大悟 （	東京慈恵会医科大学大学院医学研究科）
	 	鈴木　康裕 （	筑波大学			システム情報系）

TP1	 	体験から学ぶリンパ浮腫指導の実際
	 北福島医療センター			診療技術部	 山本　優一
	 医療法人財団順和会山王病院			リハビリテーションセンター	 吉澤いづみ
	 埼玉医科大学保健医療学部			理学療法学科	 清水　夏生
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5月16日（土） 【第6会場】

9：00～10：30	 シンポジウム4 第6会場🅂

新規治療と感染症リスク・マネジメント
	 座長：	草場　仁志 （	浜の町病院			腫瘍内科）
	 	吉田　　功 （	国立病院機構四国がんセンター			血液腫瘍内科）

SY4-1	 	小児がんにおける新規治療導入に伴う感染リスクの変容とマネジメントの実際
	 KKR札幌医療センター			小児科／北海道大学			小児科	 佐野　弘純

SY4-2	 	固形腫瘍における新規薬物療法と感染症リスク・マネジメント
	 東海大学医学部			外科学系			乳腺・腫瘍科学	 岡村　卓穂

SY4-3	 	血液腫瘍における新規治療と感染症リスク・マネジメント
	 国立がん研究センター東病院			感染症科／国立がん研究センター中央病院			造血幹細胞移植科	 冲中　敬二

SY4-4	 	がん治療における薬物相互作用～新規治療薬と抗微生物薬との相互作用を中心に～
	 研究開発法人	国立がん研究センター中央病院			薬剤部/医療安全管理部	感染制御室	 中島　寿久

10：40～12：10	 患者・市民参画プログラム1 第6会場🄿

支持療法は届いているのか？　～鳥の目、虫の目、魚の目でみた支持療法～		
	 座長：	佐々木治一郎 （	北里大学医学部附属	新世紀医療開発センター）
	 	桜井なおみ （	一般社団法人CSRプロジェクト）

PPI1-1	 	支持医療をどう届けるか？―国のがん対策における支持療法とJASCCの人材育成の取り組み
	 帝京大学医学部内科学講座			腫瘍内科／JASCC			専門認定制度委員会／
 	 JASCC			患者・市民参画ワーキンググループ	 渡邊　清高

PPI1-2	 	鳥の目：支持療法に格差はあるのか？
	 神戸大学			医療健康政策学／大阪医科薬科大学			医療統計学	 伊藤　ゆり

PPI1-3	 	支持療法は届いているのか？～鳥の目、虫の目、魚の目でみた支持療法～
	 一般社団法人全国がん患者団体連合会	 天野　慎介

PPI1-4	 	がんの支持療法に関して地方にいて感じていること
	 富山AYA世代がん患者会Colors	代表、富山大学附属病院	看護部／富山大学附属病院	看護部	 樋口麻衣子

12：35～13：35	 ランチョンセミナー6 第6会場

共催：グラクソ・スミスクライン株式会社

	 座長：	冲中　敬二 （	国立がん研究センター東病院			感染症科／国立がん研究センター中央病院			造血幹細
胞移植科）

LS6	 	がん患者のワクチン
	 名古屋市立大学大学院医学研究科			感染症学分野／
 	 	名古屋市立大学大学院医学研究科			臨床感染症学分野／名古屋市立大学東部医療センター			感染症内科	 伊東　直哉
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15：15～16：45	 優秀演題 第6会場

優秀演題セッション
	 座長：	青儀健二郎 （	NHO四国がんセンター			乳腺外科）
	 	林　　龍二 （	富山大学附属病院			腫瘍内科・緩和ケア内科）

最優秀演題賞
プラチナ
一般部門

 BA-1 	 	悪液質を伴う切除不能進行再発胃癌患者に対するアナモレリン塩酸塩の臨床効果を検証するラ
ンダム化比較試験

	 大阪国際がんセンター			消化器外科／大阪大学			消化器外科	 山本　和義

優秀演題賞
一般部門

 BA-2 	 	呼吸器内科病棟におけるアドバンス・ケア・プランニング（ACP）の意識と実態調査
	 独立行政法人国立病院機構北海道がんセンター			看護部	 峯　菜々子

優秀演題賞
一般部門

 BA-3 	 	骨転移キャンサーボードの実装に関する促進要因および阻害要因の探索的質的検討
	 NTT東日本関東病院			薬剤部	 兼平　　暖

優秀演題賞
一般部門

 BA-4 	 	高難度肝胆膵外科手術における簡便な身体機能指標としての5回立ち上がりテストと予後との
関連

	 横浜市立大学附属病院			リハビリテーション部	 大内　洸輝

最優秀演題賞
ゴールド
一般部門

 BA-5 	 	腹水を合併しやすい原発巣別にみた終末期がん患者の予後とPPIの予測性能の評価：多施設共同
研究の二次解析

	 東京慈恵会医科大学			産婦人科学講座・疼痛制御研究講座	大学院生	 深井しのぶ

最優秀演題賞
シルバー
一般部門

 BA-6 	 	乳癌診療におけるBRCA遺伝学的検査の急増とVUS管理の課題
	 埼玉医科大学国際医療センター			乳腺腫瘍科／
 	 	埼玉医科大学国際医療センター			がんゲノム医療科	 榊原　彩花

優秀演題賞
一般部門

 BA-7 	 	非小細胞肺癌患者における周術期リハビリテーション有無によるプラチナ併用術後補助化学療
法の実施割合の比較

	 国立がん研究センター東病院			リハビリテーション科	 小西　信子

16：55～18：25	 パネルディスカッション1 第6会場

多職種連携で支える高齢者機能評価：全国アンケート調査から考える臨床実装への課題
	 座長：	松岡　　歩 （	国立がん研究センターがん対策研究所			サイバーシップ研究部）
	 	津端由佳里 （	岐阜大学大学院医学系研究科			呼吸器内科学分野）

PD1-1	 	高齢者機能評価の臨床実装への課題：全国アンケート調査結果の報告
	 神戸大学医学部附属病院国際がん医療・研究センター			リハビリテーション部門	 牧浦　大祐

PD1-2	 	高齢者機能評価導入の課題―アンケート研究結果を元にした取り組み
	 斗南病院			腫瘍内科	 土井　綾子

PD1-3	 	高齢者機能評価外来における多職種連携体制の構築と運用課題	～臨床現場の看護師のリアルな
声に向き合って～

	 聖マリアンナ医科大学病院	 中村　千里

PD1-4	 	看護師の視点から考える高齢者機能評価：実践の工夫と現場での課題
	 国立病院機構九州がんセンター			看護部	 北川　善子

PD1-5	 	高齢者機能評価を活用して薬剤師ができること
	 横浜市立大学附属病院			薬剤部	 坂本　靖宜
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5月16日（土） 【第7会場】

9：00～10：30	 パネルディスカッション2 第7会場🄿

がんリハビリテーションの普及・実践に向けたRoad	map　－現在地と今後の方向性
	 座長：	辻　　哲也 （	慶應義塾大学医学部			リハビリテーション医学教室）
	 	今井　芳枝 （	徳島大学大学院医歯薬学研究部			がん看護学分野）

PD2-1	 	本邦におけるがんリハビリテーションと地域連携の現状
	 関西医科大学			リハビリテーション学部	 福島　卓矢

PD2-2	 	胸部食道癌手術におけるリハビリテーションの現状と課題
	 埼玉医科大学			国際医療センター			消化器外科	 佐藤　　弘

PD2-3	 	緩和ケア病棟におけるがんリハビリテーションの有効性の検証
	 鶴巻温泉病院			リハビリテーション部	 添田　　遼

PD2-4	 	進行がん患者における外来リハビリテーションの実践と効果検証
	 関西医科大学			呼吸器腫瘍内科学講座	 勝島　詩恵

10：40～12：10	 パネルディスカッション3 第7会場🅂

多職種で取り組むStroke	Oncology
	 座長：	高野　利実 （	がん研有明病院			乳腺内科）
	 	河野　浩之 （	杏林大学医学部			脳卒中医学）
	 ファシリテータ：	田辺　裕子 （	虎の門病院			臨床腫瘍科）

PD3-1	 	脳梗塞急性期診療と	Stroke	Oncology	のオーバービュー
	 北里大学北里研究所病院			脳神経内科	 長尾　毅彦

PD3-2	 	Stroke	Oncologyでリハビリテーション科医に求められる役割
	 慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室	 土方奈奈子

PD3-3	 	Stroke	Oncologyにおけるリハビリテーション療法士の役割と課題
	 名古屋大学大学院			医学系研究科			総合保健学専攻	 立松　典篤

PD3-4	 	がん治療中に脳卒中を発症した患者の支援	～生活を視野に入れた多職種連携におけるMSWの
役割～

	 がん研究会有明			トータルケアセンター医療連携部			地域連携室	 田近　　忍

PD3-5	 	Stroke	Oncologyにおける管理栄養士の役割
	 常葉大学			人間プロデュース学部			健康栄養学科／
 	 東京科学大学			大学院医歯学総合研究科			精神行動医科学分野	 腰本さおり

12：35～13：35	 ランチョンセミナー7 第7会場

共催：Meiji	Seikaファルマ株式会社
	 座長：	勝良　剛詞 （	新潟大学医歯学総合病院			歯科放射線科）

LS7-1	 	システマティックな周術期口腔機能管理の取り組み
	 近畿大学医学部	歯科口腔外科	 榎本　明史

LS7-2	 	がん治療中の口腔支持療法
	 近畿大学病院	歯科口腔外科	 鳥畑さやか
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15：15～16：15	 会長企画2 第7会場🅂

	 座長：	齋藤　　健 （	東京慈恵会医科大学	西部医療センター			腫瘍・血液内科）

PS2	 	がんサポーティブケアにおけるAI/DXの実装戦略	―生成AIで再設計する説明・連携・学習―
	 東京医科大学			血液内科学分野	 赤羽　大悟

16：30～17：20	 スイーツセミナー2 第7会場

共催：小野薬品工業株式会社

がん悪液質治療の新たな知見：日本人患者に最適なアプローチとは?
	 座長：	髙山　浩一 （	京都府立医科大学大学院医学研究科	呼吸器内科学）

SS2-1	 	肺がん悪液質の治療を再考する　～エドルミズ特定使用成績調査結果を含めて～
	 京都府立医科大学大学院医学研究科	呼吸器内科学	 髙山　浩一

SS2-2	 	グレリン研究から悪液質治療へ：胃癌悪液質に対するアナモレリンRCT（TEAM-GUSTO試験）
の成果

	 大阪国際がんセンター消化器外科	 山本　和義

17：30～19：00	 特別企画7 第7会場🅂

AYAがんの医療と支援のあり方研究会（AYA研）×JASCC合同企画

「学校だけじゃないがん教育　～誰もが生きやすい明日へ～」
	 座長：	高野　利実 （	がん研有明病院	乳腺内科）
	 	梶　　文祥 （	株式会社リノヴァ			はな・らぎ薬局）
	 パネリスト：	原田　雅義 （	四條畷学園大学			看護学部看護学科）
	 	石元　有美 （	武蔵野大学	看護学部看護学科）
	 	三宅　知里 （	森之宮医療大学			看護学部）

SP7-1	 	がん教育は何を目指すのか？　～子どもと大人へのメッセージ～
	 がん研有明病院			乳腺内科	 高野　利実

SP7-2	 	医学生としてがん教育にかかわるということ	ー学校と病院をつなぐ視点からー
	 聖マリアンナ医科大学			医学部医学科	 竹内　愛莉

SP7-3	 	社会のみんなで考えるがん教育～AYAweek2026がん教育チームの取り組み～
	 株式会社リノヴァ			はな・らぎ薬局	 梶　　文祥
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5月16日（土） 【特設会場】

12：35～13：35	 ランチョンセミナー1 特設会場

共催：武田薬品工業株式会社
	 座長：	築根　　豊 （	順天堂大学大学院	医学研究科	血液内科学）

LS1-1	 	低ガンマグロブリン血症に対するガンマグロブリン補充の意義~ハイキュービアの役割を含め
て~

	 国立がん研究センター中央病院	造血幹細胞移植科	 伊藤　　歩

LS1-2	 	ハイキュービア導入に向けての取り組みと院内運用の実際
	 国立がん研究センター中央病院	通院治療センター	 藤井　恵美
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5月16日（土） 【E-Poster会場1】

9：00～10：17	 E-Poster	1 E-Poster会場1

合併症1（緊急、臓器障害）
	 座長：	藥師神公和 （	神戸大学医学部附属病院			腫瘍・血液内科）
	 	梶浦　新也 （	富山大学附属病院			腫瘍内科・緩和ケア内科）

EP1-1	 	緊急治療を実施したがん合併院内発症急性期脳梗塞患者の転帰
	 杏林大学医学部			脳卒中医学	 河野　浩之

EP1-2	 	CAR-T細胞療法による重症サイトカイン放出症候群に可逆性の心機能低下と上室性不整脈を併
発した難治性びまん性大細胞型B細胞リンパ腫の1例

	 東京慈恵会医科大学			腫瘍・血液内科	 飯田　貴子

EP1-3	 	当院でのCAR-T療法におけるCRS/ICANSの臨床的検討
	 東京慈恵会医科大学			腫瘍・血液内科	 横山　洋紀

EP1-4	 	オキサリプラチン過敏症発症患者における脱感作療法による治療継続の予後への影響に関する
後方視的研究

	 中東遠総合医療センター						薬剤部	 渥美　　仁

EP1-5	 	ロルラチニブの浮腫にSGLT2阻害薬が有用であった1例
	 国立がん研究センター中央病院			総合内科（循環器内科）	 親川　拓也

EP1-6	 	トルーソー症候群における退院時ADLに影響する因子の検討	―	探索的予測因子の検証―
	 横浜市立大学附属病院	 稲田　雅也

EP1-7	 	放射線誘発頚動脈狭窄関連性脳梗塞発症前のスタチン投与
	 杏林大学医学部付属病院			脳卒中医学教室	 豊田　里沙

EP1-8	 	維持透析中の転移性腎細胞癌患者における複合免疫療法の実臨床成績：有効性・安全性の後方視
的検討

	 虎の門病院			臨床腫瘍科	 塩田　瑞季

EP1-9	 	がん治療関連心機能障害発生後の心機能の回復率とその後のがん治療に及ぼす影響の検討
	 国立がん研究センター東病院			臨床検査部	 鈴木　敦子

EP1-10	 	HFA-ICOSスコアはアントラサイクリン心毒性高リスク群の層別化に有用である
	 国立がん研究センター東病院			臨床検査部	 鈴木　敦子

EP1-11	 	当院の緩和ケア内科併診患者の腫瘍緊急症等による緊急入院症例の実態把握～緩和ケア病棟再
開前後での比較～

	 日本赤十字社長崎原爆病院			緩和ケア内科	 大原　寛之

10：40～11：57	 E-Poster	2 E-Poster会場1

サバイバーシップ
	 座長：	横山　洋紀 （	東京慈恵会医科大学			腫瘍・血液内科）
	 	八岡和歌子 （	国立がん研究センター中央病院			歯科）

EP2-1	 	主治医の分身チャットボット「AI・Dr.おっしー君」でのがん診療とサバイバー支援
	 宮崎善仁会病院	腫瘍内科	 押川勝太郎
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EP2-2	 	胃管再建術を経験した食道がん患者における術後の体重減少とダンピング症状の関連について
	 早稲田大学/人間科学研究科	 秋山千登世

EP2-3	 	乳がん化学療法誘発性味覚障害による食生活と心理・身体的症状への影響：混合研究法
	 医療法人	乳腺ケア泉州クリニック			看護部	 金森　博愛

EP2-4	 	がん就労者における労働生産性と配慮の必要性・提供状況との関連：W2S-Ohpm	Study	Ⅲ横断
解析

	 産業医科大学			医学部			両立支援科学	 永田　昌子

EP2-5	 	がん患者における「就労に関する意見書」の記載傾向分析
	 産業医科大学			医学部			両立支援科学	 浦上　　遼

EP2-6	 	同種造血幹細胞移植後長期生存者における集中治療室入室例の転帰とADL推移
	 国立がん研究センター中央病院			骨軟部腫瘍リハビリテーション科			リハビリ室	 阿部　里沙

EP2-7	 	乳がんサバイバーにおける化学療法誘発性末梢神経障害とQOLの関連にレジリエンスが及ぼす
影響

	 前橋赤十字病院	 今井　洋子

EP2-8	 	『片肺が真っ白』なサバイバーが受ける不利益について
	 兵庫県立がんセンター			腫瘍循環器科	 野中　顕子

EP2-9	 	小児・A世代がん経験者に必要な就労支援は「就活」ではなく「キャリア形成」であることを示した
多職種協働プロジェクトの活動報告

	 一般社団法人仕事と治療の両立支援ネット－ブリッジ	 服部　　文

EP2-10	 	がんと診断された患者の就労実態と当院のサポート現状
	 公益社団法人			北海道勤労者医療協会			勤医協中央病院	 岡本　麻子

EP2-11	 	がん治療とボディーイメージ変容の受容を支える～切除予定乳房へのボディーペイントと寄せ
書き～

	 湘南鎌倉総合病院	 中崎　令子

15：05～16：15	 E-Poster	3 E-Poster会場1

がんリハビリテーション
	 座長：	原田　剛志 （	国立がん研究センター東病院			リハビリテーション科）
	 	鈴木　　慎 （	東京慈恵会医科大学			リハビリテーション医学講座）

EP3-1	 	多発性骨髄腫患者における骨病変の有無が身体機能および健康関連QOLに及ぼす影響
	 手稲渓仁会病院			リハビリテーション部	 中山　紀子

EP3-2	 	乳がん術後に肩関節可動域制限をきたした患者の復職サポートの一例
	 栃木県立がんセンター	 松本　亜紀

EP3-3	 	膵頭十二指腸切除術後3ヶ月までの身体機能・体組成・QOLの推移と特徴	―	高齢者と非高齢者
の比較	―

	 静岡県立静岡がんセンター			リハビリテーション室	 岡山　太郎

EP3-4	 	乳癌治療後慢性痛における痛覚変調性疼痛の特徴：化学療法誘発性末梢神経障害と乳房切除後疼
痛症候群の検討

	 医療法人	乳腺ケア泉州クリニック	リハビリテーション科	 萬福　允博
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EP3-5	 	肺がん周術期の運動耐容能が再発および生命予後に与える影響
	 神戸大学医学部附属病院			リハビリテーション部／神戸大学大学院			保健学研究科	 藤原　克哉

EP3-6	 	骨盤半截術を受けたAYA世代女性が社会復帰を果たすまでの作業療法士の関わりと連携
	 国立病院機構北海道がんセンター			リハビリテーション科	 沢田よしみ

EP3-7	 	がんサロンにおける「ゆるっとエクササイズ」の実践報告	―運動継続への動機づけとしての可能
性―

	 聖マリアンナ医科大学病院			がん相談支援センター／聖マリアンナ医科大学病院			看護部	 藤本　晴美

EP3-8	 	進行期・終末期がん患者の在宅移行に影響する日常生活活動の因子について
	 公立藤岡総合病院			リハビリテーション室	 藤井　洋有

EP3-9	 	乳がん術前化学療法における筋量および筋質の変化に関する検討：7例のケースシリーズ研究
	 愛知医科大学病院			リハビリテーション部	 山田　大河

EP3-10	 	食道癌術後患者の健康関連QOLに関連する因子：スコーピングレビュー
	 筑波大学付属病院			リハビリテーション部／筑波大学人間総合科学学術院			医学学位プログラム	 姫松　花子

16：25～17：42	 E-Poster	4 E-Poster会場1

Onco-Dermatology	（腫瘍皮膚科学）
	 座長：	柳　　朝子 （	国立がん研究センター中央病院			看護部）
	 	飯村　洋平 （	東京大学医科学研究所附属病院			薬剤部）

EP4-1	 	非皮膚悪性黒色腫の患者に関する健康関連QoLの評価
	 聖隷浜松病院	 平川　聡史

EP4-2	 	帯状疱疹治療薬アカデミック・ディテーリングによる個別最適化Part	2	～見逃せないアメナメ
ビルCYP3A相互作用を中心に～

	 千葉西総合病院			薬剤部	 小茂田昌代

EP4-3	 	FGFR阻害薬によっておこる爪障害の特徴と対策
	 国立がん研究センター中央病院			皮膚腫瘍科	 山﨑　直也

EP4-4	 	がん患者に生じる褥瘡の現状調査：A病院で緩和ケアチームが介入した事例の後方視的検討
	 聖隷浜松病院	 平川　聡史

EP4-5	 	抗EGFR療法を受ける転移性大腸癌患者における好中球/リンパ球比と皮膚毒性が治療継続期間
に及ぼす影響

	 独立行政法人国立病院機構			四国がんセンター／松山大学大学院			医療薬学研究科	 松本　拓真

EP4-6	 	Blumの分類（機能領域）における過小評価：薬剤師を対象に開催した手足症候群の研修会で生じ
た課題

	 聖隷浜松病院	 平川　聡史

EP4-7	 	アミバンタマブによる末梢性浮腫に対する看護ケアを検討した非小細胞肺癌の1症例
	 国立がん研究センター中央病院			看護部	 柳　　朝子

EP4-8	 	帯状疱疹治療薬アカデミック・ディテーリングによる個別最適化Part	1	～がん患者のリスク最
小化を目指して～

	 国際医療福祉大学			薬学部	 杉山奈津子
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EP4-9	 	免疫チェックポイント阻害薬投与後または併用時のエンホルツマブベドチン誘発性重度皮膚毒
性に関するliterature	reviewとマネージメントに関する検討

	 東京大学医科学研究所附属病院			薬剤部	 鈴木　和洋

EP4-10	 	アジア人患者における化学療法関連皮膚毒性に関するJ-PLOSによるliterature	reviewとマ
ネージメント推奨

	 東京大学医科学研究所附属病院			薬剤部	 飯村　洋平

EP4-11	 	病薬連携を活用したカペシタビンによる手足症候群支援体制の検討～薬剤師の立場から～
	 磐田市立総合病院			薬剤部	 後藤　敏也

17：52～19：02	 E-Poster	5 E-Poster会場1

合併症2（感染、その他）
	 座長：	木村　俊一 （	自治医科大学附属さいたま医療センター			血液科）
	 	瓜生　英樹 （	東京慈恵会医科大学			腫瘍・血液内科）

EP5-1	 	多発性骨髄腫患者における皮下注用人免疫グロブリン製剤（SCIg）投与による感染症予防効果
	 東京慈恵会医科大学附属柏病院			腫瘍・血液内科	 塩沢　祐衣

EP5-2	 	がん患者における院内発症メチシリン耐性黄色ブドウ球菌菌血症の臨床的転帰と再燃・早期死亡
リスク因子に関する後方視的研究

	 国立がん研究センター東病院			腫瘍内科	 志村　麻衣

EP5-3	 	Venetoclax導入AML患者における血小板減少・好中球減少の発現とアゾール系抗真菌薬併用の
影響の検討

	 東京慈恵会医科大学附属柏病院			薬剤部	 五十嵐貴之

EP5-4	 	二重特異性抗体によるサイトカイン放出症候群（CRS）院内マニュアルの運用
	 奈良県総合医療センター			血液・腫瘍内科	 小林　真也

EP5-5	 	ジーラスタボディーポッドを使用する患者の実態調査と手順書の見直し
	 掛川市袋井市病院企業団立			中東遠総合医療センター	 岡田みどり

EP5-6	 	がん専門病院における腫瘍内科医による感染症診療支援の実践
	 兵庫県立がんセンター			腫瘍内科	 森田　充紀

EP5-7	 	チラブルチニブ投与後に発症した中枢神経病変を伴う侵襲性アスペルギルス症2例の検討
	 自治医科大学附属さいたま医療センター			血液科	 竹下　絢子

EP5-8	 	同種造血幹細胞移植後の食中毒菌感染症
	 自治医科大学附属さいたま医療センター			血液科	 後明晃由美

EP5-9	 	エプコリタマブ療法によるサイトカイン放出症候群と血清リン値の相関
	 東京慈恵会医科大学			腫瘍・血液内科	 東　　伶美

EP5-10	 	多職種チームによる中心静脈アクセスデバイス回診（CVADR）の導入と有用性についての検討：
小児がん医療における安全性向上への取り組み

	 日本大学医学部			小児科学系小児科学分野	 金澤　剛二
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5月16日（土） 【E-Poster会場2】

9：00～10：17	 E-Poster	6 E-Poster会場2

アピアランスケア1
	 座長：	藤間　勝子 （	国立がん研究センター中央病院			アピアランス支援センター）
	 	野澤　桂子 （	目白大学			看護学科）

EP6-1	 	乳がん薬物療法患者における外見変化情報収集時の心理状態と支援ニーズの関連
	 聖路加国際病院オンコロジーセンター・ブレストセンター	 逢阪　美里

EP6-2	 	診療所ベースで行うアピアランスケア外来のニーズ解析（続報）と症例報告
	 南青山マイコ形成外科・皮フ科／
 	 がん・感染センター都立駒込病院			形成外科
	 ド・ケルコフ麻衣子

EP6-3	 	頭皮冷却装置特性に基づく症状の既報と当院での頭皮冷却経験の比較
	 公立豊岡病院組合立豊岡病院			看護部	 坪野ますみ

EP6-4	 	厚生労働省アピアランス支援モデル事業を活用した地域病院への出張講座の実践報告
	 日本赤十字社			北見赤十字病院	 渡　　明美

EP6-5	 	がん患者に対するアピアランスケアの均てん化を目指した段階的な多職種研修の実践とその効
果

	 三重大学医学部附属病院	 堀口　美穂

EP6-6	 	がん患者の脱毛予防の実際と効果：文献レビュー
	 群馬大学医学部附属病院			看護部			外来	 一場　　慶

EP6-7	 	A病院腫瘍センターにおけるアピアランスケアの現状調査
	 みやぎ県南中核病院			看護部	 武田さち子

EP6-8	 	抗EGFR抗体薬に起因する皮膚状態変化の定量的評価に関する前向き観察研究－皮膚障害重篤
化予測と臨床応用－

	 岩手医科大学薬学部			臨床薬学講座			臨床薬剤学分野／岩手医科大学附属病院			薬剤部	 高橋　宏彰

EP6-9	 	病院と地域ボランティアグループによる乳がん術後補正パッドの運用について
	 佐々総合病院			乳腺外科	 京田　茂也

EP6-10	 	終末期がん患者の人工肛門浮腫に対する砂糖散布療法の1例
	 倉敷成人病センター			支持緩和医療科	 鶴田　　淳

EP6-11	 	アピアランスケアに関する医療系学生の認知と教育ニーズ：薬学を含む多学部比較
	 東京薬科大学薬学部	 水野　真奈

10：40～11：57	 E-Poster	7 E-Poster会場2

粘膜障害、CINV
	 座長：	中村　路夫 （	市立札幌病院			消化器内科）
	 	安部　正和 （	浜松医科大学			産婦人科）

EP7-1	 	消化器がんに対するS-1を含む全身化学療法による眼障害に関する前向き観察研究	（EyeDropS	
study/HGCSG1604）

	 いまいホームケアクリニック	 八木澤允貴
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EP7-2	 	治験スクリーニングシステムを応用した中等度催吐性リスク抗がん薬に対する制吐薬処方状況
調査　―	ガイドライン改訂前後の実装状況の検討	―

	 京都大学大学院医学研究科			早期医療開発学	 横溝　綾子

EP7-3	 	JASCC眼障害WGケースレポート：BRAF	V600E変異陽性大腸癌に対するBEACONレジメン
療法中に発生した漿液性網膜剥離（SRD）の1例から学ぶ

	 市立札幌病院			消化器内科／日本がんサポーティブケア学会粘膜炎部会・眼障害ワーキンググループ	 中村　路夫

EP7-4	 	グリセリン添加の有無による含嗽水の口腔粘膜炎予防効果の比較	　～化学放射線療法が施行さ
れた頭頸部癌患者を対象とした過去起点コホート研究～

	 藤沢市民病院			薬局	 瀨川　　亮

EP7-5	 	CapeOX療法誘発性の間欠的視野欠損：Case	series/Literature	review
	 東京大学医科学研究所附属病院			薬剤部／昭和医科大学先端がん治療研究所	 飯村　洋平

EP7-6	 	生成AIが作成したがん薬物療法関連眼毒性情報の質に関する多職種評価研究
	 昭和医科大学先端がん治療研究所／国立がん研究センター中央病院	歯科	 酒井　　瞳

EP7-7	 	局所進行口腔・中咽頭癌患者における放射線治療前の抜歯と放射線性顎骨壊死との関連
	 宮城県立がんセンター			歯科／国立病院機構函館医療センター歯科口腔外科	 臼渕　公敏

EP7-8	 	抗がん剤治療による口腔粘膜炎のマネジメントと医科歯科連携の実態に関するアンケート調査
結果

	 国立がん研究センター中央病院			歯科	 上野　尚雄

EP7-9	 	アミバンタマブ併用療法における口腔粘膜炎の遷延化の経験
	 国立がん研究センター東病院	 小西　哲仁

EP7-10	 	バーチャルリアリティ（VR）はパクリタキセル／カルボプラチン療法における遅発性悪心の出現
抑制に寄与する可能性がある：2群ランダム化比較試験

	 大阪大学大学院			薬学研究科	 仁木　一順

EP7-11	 	オキサリプラチンベース化学療法施行患者における超遅発性CINVに対するホスネツピタント
の有効性に関する前向き観察研究（LODEC-N	study）

	 東京大学医科学研究所付属病院	 飯村　洋平

15：05～16：15	 E-Poster	8 E-Poster会場2

医療者教育1、患者・市民参画
	 座長：	安藤　尚美 （	東京慈恵会医科大学附属病院			薬剤部）
	 	尾関　理恵 （	順天堂大学			薬学部）

EP8-1	 	日本がんサポーティブケア学会における倫理委員会の取り組みと今後の課題	―	学術集会への
演題応募における倫理的手続きの適正化を目指して	―

	 大阪医科薬科大学医学部			内科学講座腫瘍内科学／日本がんサポーティブケア学会			倫理委員会	 藤阪　保仁

EP8-2	 	日本国内・外におけるがん情報格差に関するスコーピングレビュー
	 大阪公立大学大学院医学研究科	 後藤　　淳

EP8-3	 	がん対策における患者・市民参画推進に向けた都道府県調査	―標準教育プログラム確立に向け
て

	 帝京大学医学部内科学講座			腫瘍内科／
 	 日本がんサポーティブケア学会			患者・市民参画ワーキンググループ	 渡邊　清高
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優秀演題賞
患者・市民部門

 EP8-4 	 	患者・市民参画は行動に結びつくのか	―公開講座における事前・事後アンケート比較から―
	 NPO法人がんと共に生きる会／NPO法人大阪がんええナビ制作委員会	 濱本　満紀

EP8-5	 	特定機能病院である大学病院におけるがん患者を支えるアドバンス・ケア・プランニングの現状
と課題	～ACPの障壁を乗り越え、人生の締めくくりについて共有する医療～

	 東京慈恵会医科大学附属病院			看護部	 藤本　麗子

EP8-6	 	『見えない残数』課題に挑む：患者との共創によるボトル包装用飲み忘れ防止シールの開発と実装
	 日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社	 杉原　美希

EP8-7	 	学校外の公的空間（図書館）で実施する市民向けがん教育の実装と受け止め
	 がん哲学外来シャチホコ記念カフェ／一般社団法人LINKOS	 彦田かな子

EP8-8	 	がん教育施行時の児童の受け止め方の検討
	 公立館林厚生病院			放射線治療科	 永田　和也

EP8-9	 	がんゲノム医療を受ける患者の看護の概念分析
	 和歌山県立医科大学大学院保健看護学研究科	 林　真紀子

EP8-10	 	がん患者における機能性鉄欠乏性貧血の割合と高用量静注鉄剤の効果
	 富山大学附属病院			腫瘍内科・緩和ケア内科	 藤田　　勲

16：25～17：42	 E-Poster	9 E-Poster会場2

アピアランス2、漢方
	 座長：	近藤　奈美 （	埼玉医科大学総合医療センター			ブレストケア科）
	 	上園　保仁 （	東京慈恵会医科大学			疼痛制御研究講座）

EP9-1	 	初期研修医における漢方薬の処方経験と教育ニーズの実態	―外科診療への応用可能性を含めて
―

	 医療法人湘南鎌倉総合病院			外科	 渡部　大紀

EP9-2	 	がん患者の不応性悪液質に対する漢方薬の有用性に関するスコーピングレビュー
	 ベルランド総合病院			緩和ケア科	 山﨑　圭一

EP9-3	 	医学生部活動としての乳癌アピアランスケア教育の実践
	 東京慈恵会医科大学			乳腺・内分泌外科	 伏見　　淳

EP9-4	 	当院での頭皮冷却装置を用いた脱毛予防の活動報告
	 国家公務員共済組合連合会			横浜栄共済病院	 岡田　信子

EP9-5	 	頭皮冷却装置DigniCap	Delta®を用いた化学療法誘発性脱毛の予防効果、患者満足度の検討
	 聖マリアンナ医科大学付属研究所			ブレスト&イメージング			先端医療センター付属クリニック	 敦賀　智子

EP9-6	 	アピアランスケア介入時の診療記録の統一化、共有化の取り組み
	 国立がん研究センター中央病院			アピアランス支援センター	 小林　智美

EP9-7	 	がんサポーティブケアにおける漢方活用の再定義	―『漢方活用ガイド改訂2版』におけるエビデ
ンスと漢方医学的視点の統合

	 埼玉医科大学総合医療センター			ブレストケア科／埼玉医科大学国際医療センター			乳腺腫瘍科	 近藤　奈美

EP9-8	 	化学療法患者の爪周囲皮膚色素沈着の実態
	 東京科学大学			大学院保健衛生学研究科			看護管理・高齢社会看護学	 永野みどり
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EP9-9	 	がん拠点病院における患者・医療者の声を活かした	アピアランスケア資源の「見える化」と情報
提供体制の強化に向けた取り組み・課題

	 大阪国際がんセンター	 土海　　永

EP9-10	 	ホルモン療法を受ける乳がんサバイバーに対するアピアランスケアの心理的効果の検証～色素
沈着に対するカバーメイクアドバイス

	 株式会社資生堂			みらい開発研究所	 池山　和幸

EP9-11	 	がん支持療法の制約環境で術後体力低下・貧血に対し人参養栄湯が有用であった1例
	 湘南鎌倉総合病院			初期研修医	 江口　暁貴

17：52～19：02	 E-Poster	10 E-Poster会場2

irAE、PRO
	 座長：	内海　裕文 （	東京慈恵会医科大学附属病院			呼吸器内科）
	 	市川　靖子 （	帝京大学			内科学講座			腫瘍内科）

EP10-1	 	各医療機関における、多職種でのirAE対策の現状と課題
	 倉敷中央病院			消化器内科／京都大学大学院医学研究科			消化器内科学	 上野　真行

EP10-2	 	IrAE管理における多職種チーム医療の実践と課題：IO製剤使用に関するコンセンサスレポート
を踏まえたセミナー開催報告

	 国立国際医療センター			薬剤部	 松井　礼子

EP10-3	 	乳がん周術期化学療法におけるirAE発症とその後のフォローアップ状況
	 北九州市立医療センター			腫瘍内科	 佐藤　栄一

EP10-4	 	がん薬物療法患者のサポーティブケアに向けたAI治療日誌アプリの開発と初期導入における課
題

	 地方独立行政法人			大阪府立病院機構			大阪国際がんセンター	 髙橋　佳子

EP10-5	 	電子患者日誌「薬の安全まもるくん」を用いたAC/EC療法患者におけるアラート表示の解析
	 千葉西総合病院			薬剤部	 香取　哲哉

EP10-6	 	術前化学療法を受ける乳がん外来患者における多面的苦痛	―IPOSとPHQ-2を用いた探索的検
討―

	 社会医療法人生長会			ベルランド総合病院			看護部	 松岡　晃子

EP10-7	 	免疫関連有害事象・副腎不全に対する長期ステロイド投与下のACTH/コルチゾール定期測定の
有用性

	 聖マリアンナ医科大学	 小野田彩花

EP10-8	 	免疫関連有害事象の早期発見に向けた取り組みと今後の課題	～irAE問診票運用後の実態調査を
通して～

	 東京慈恵会医科大学附属病院			外来化学療法室	 滑川　真代

EP10-9	 	グルココルチコイド抵抗性免疫関連有害事象の臨床的特徴と転帰：15	例の後方視的検討
	 虎の門病院			臨床腫瘍科	 河野　　遼

EP10-10	 	がん遺伝子パネル検査におけるTurnaround	Time（TAT）の検討	―	patient-centred	TATか
らみた実臨床での課題	―

	 富山大学附属病院			腫瘍内科・緩和ケア内科	 梶浦　新也
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5月16日（土） 【E-Poster会場3】

9：00～10：24	 E-Poster	11 E-Poster会場3

高齢者がん治療、骨転移
	 座長：	土井　綾子 （	斗南病院			腫瘍内科）
	 	上田　響子 （	東京慈恵会医科大学附属病院			緩和ケア診療部）

EP11-1	 	高齢者悪性リンパ腫診療における高齢者機能評価およびG8の有用性の検討
	 福岡大学病院			腫瘍血液感染症内科	 佐々木秀法

EP11-2	 	認知機能低下は高齢骨髄腫患者の全生存期間に対する予後不良因子
	 東京慈恵会医科大学			腫瘍・血液内科	 鈴木　一史

EP11-3	 	高齢進行胃がん患者への周術期における多職種介入が術前の栄養状態に及ぼす影響
	 静岡県立静岡がんセンター			看護部	 杉山　美和

EP11-4	 	高齢乳癌患者において、基本チェックリスト（総合機能評価）が術後合併症の予測となりうる
	 埼玉医大国際医療センター			乳腺腫瘍科	 島田　浩子

EP11-5	 	骨転移診療の効率化と多職種連携の意義
	 国立病院機構			金沢医療センター	 吉岡　克人

EP11-6	 	骨転移診断後の骨修飾薬投与時期と初回骨関連事象までの期間に関するシステミックレビュー：
骨転移診断後の早期治療は有益なのか

	 湘南医療大学			薬学部	 佐藤　淳也

EP11-7	 	骨転移キャンサーボードの設置と地域における骨転移診療連携体制の構築のための教育システ
ムの開発と実践

	 秋田大学	 柴田　浩行

EP11-8	 	骨転移キャンサーボードの拡大過程
	 ピース訪問看護ステーション	 安部　能成

EP11-9	 	高齢者機能評価の理解と普及に関する研究
	 斗南病院			腫瘍内科	 土井　綾子

EP11-10	 	びまん性大細胞型B細胞リンパ腫（DLBCL）患者における認知機能低下と予後の関連
	 東京慈恵会医科大学附属柏病院			腫瘍・血液内科	 中村　　嵩

EP11-11	 	骨格筋CT値を用いた筋質による骨髄腫患者の予後予測
	 東京慈恵会医科大学			リハビリテーション医学講座	 鈴木　　慎

EP11-12	 	FGF23関連低リン血症性骨軟化症の長期観察例
	 東京医科大学			放射線医学分野	 吉村　真奈
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10：40～11：57	 E-Poster	12 E-Poster会場3

神経障害、妊孕性
	 座長：	久保　絵美 （	横浜市立市民病院			緩和ケア内科）
	 	片岡　明美 （	がん研究会有明病院			トータルケアセンター/乳腺センター）

EP12-1	 	シスプラチン治療後に遅発性に増悪した末梢神経障害に対し鍼灸治療が奏功した胆嚢神経内分
泌癌の1例

	 県立広島病院			臨床腫瘍科	 児玉美千世

EP12-2	 	がん患者のための運動普及に向けて　～患者の声を中心に運動動画コンテンツを、四位一体で共
同制作～

	 株式会社ルネサンス			商品開発部			がんリハビリ事業研究チーム	 石野田　神

EP12-3	 	AYA世代StageⅣトリプルネガティブ乳癌において免疫療法による長期奏効症例の挙児希望に
対する意思決定支援の1症例

	 国立病院機構			四国がんセンター			乳腺外科／
 	 	国立病院機構			四国がんセンター			AYAサポートチーム	 高橋　三奈

EP12-4	 	若年トリプルネガティブ乳癌女性における妊孕性温存と治療後妊娠との現状
	 がん研有明病院			乳腺センター	 笠原実貴子

EP12-5	 	成人髄芽腫の支持療法について
	 国立がん研究センター中央病院	 柳澤　俊介

EP12-6	 	化学療法継続中の乳がん術後上肢リンパ浮腫患者に対する長期伴走型運動療法の一症例
	 BLUE	ORGANIC	SPACE鍼灸マッサージ院	 平沼　穂香

EP12-7	 	がん薬物療法に伴う末梢神経障害の評価：日常臨床における現状と課題
	 大阪大学大学院	医学系研究科	保健学専攻	 山本　瀬奈

EP12-8	 	がん患者を対象とした包括的運動器評価としての「がんロコモ検診」の実践
	 埼玉県立がんセンター			リハビリテーション科	 小柳　広高

EP12-9	 	乳がん患者に対するタキサン系抗がん剤誘発性末梢神経障害予防を目的とした冷却療法・圧迫療
法の効果：文献レビュー

	 京都光華女子大学			看護福祉リハビリテーション学部			看護学科	 炭本　佑佳

EP12-10	 	アブラキサン投与患者における末梢神経障害予防のための冷却療法の臨床的検証：還流指数を用
いた生理学的評価

	 医療法人			医仁会武田総合病院	 種ケ嶋由起

EP12-11	 	「がん薬物療法に伴う末梢神経障害診療ガイドライン」教育動画の作成とその教育効果・課題の検
討

	 福岡大学病院			医療情報部・消化器外科	 吉田陽一郎
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15：05～16：15	 E-Poster	13 E-Poster会場3

cachexia、リンパ浮腫
	 座長：	天野　晃滋 （	大阪国際がんセンター			支持・緩和医療科）
	 	作田　裕美 （	大阪公立大学大学院看護学研究科）

EP13-1	 	トラスツズマブ	デルクステカンに関連した食欲不振と血清アシル化・非アシル化グレリンおよ
びレプチン濃度：ERICA試験（WJOG14320B）のバイオマーカー解析

	 昭和医科大学			先端がん治療研究所	 酒井　　瞳

EP13-2	 	緩和ケアチーム介入がん患者におけるPG-SGA栄養状態と生存期間の関連	
	 愛知医科大学病院			栄養部	 土田　実佳

EP13-3	 	薬物療法を受ける高齢がん患者の初診時G8評価と悪液質リスク・栄養状態変化の後方視的解析
	 静岡県立静岡がんセンター	 麻生　咲子

EP13-4	 	術前栄養評価を用いた食道癌手術合併症の予測および栄養介入
	 埼玉医科大学国際医療センター			消化器外科	 佐藤　　弘

EP13-5	 	化学放射線療法中の頭頸部がん患者の栄養摂取状況と栄養状態の推移
	 静岡県立静岡がんセンター	 肥田　愛美

EP13-6	 	頭頚部根治照射における体重減少に関わる因子及び栄養管理の寄与
	 横浜市立市民病院			看護部	 大谷志津子

EP13-7	 	AWGC基準はFearon基準が見逃す「前悪液質」を同定できるか？
	 京都府立医科大学			呼吸器内科	 西岡　直哉

EP13-8	 	がん悪液質に対するアナモレリン早期反応性の予測因子		-栄養指導介入との関連に着目した後
ろ向き解析-

	 富山大学附属病院			栄養部			栄養管理室／富山大学附属病院			腫瘍内科・緩和ケア内科	 吉田　明浩

EP13-9	 	乳がん関連上肢リンパ浮腫患者における周径差と精神的負担との乖離：Lymph-ICFを用いた多
施設横断研究

	 東京慈恵会医科大学大学院	 坂本　大悟

EP13-10	 	リンパ浮腫を有する終末期がん患者が用手的リンパドレナージを受けたことで芽生える思い
	 香川県立中央病院			看護部	 上山　和代

16：25～17：42	 E-Poster	14 E-Poster会場3

医療者教育2、患者・市民参画
	 座長：	石田　真弓 （	埼玉医科大学国際医療センター			精神腫瘍科）
	 	郡司　匡弘 （	東京慈恵会医科大学				腫瘍・血液内科）

EP14-1	 	手術待機期間を有する頭頸部癌患者における不安と術前治療認識の前向き観察研究
	 京都大学医学部附属病院			早期医療開発科／
 	 	京都大学大学院医学研究科			耳鼻咽喉科・頭頸部外科	 鈴木　千晶

EP14-2	 	Xを用いた学会広報の到達度・関与度分析とJASCCの認知拡大に向けた戦略的考察
	 帝京大学医学部内科学講座			腫瘍内科／日本がんサポーティブケア学会			広報・渉外委員会	 渡邊　清高
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EP14-3	 	がん支持医療専門認定制度における到達度判定と妥当性評価	―多職種協働ワークショップを用
いた教育実践モデル―

	 帝京大学医学部内科学講座			腫瘍内科／日本がんサポーティブケア学会			専門認定制度委員会	 渡邊　清高

EP14-4	 	「がんカフェinカムカムスワロー」の参加者の自由記述にみる心理社会的効果の検討
	 医療法人社団登豊会			近石病院			歯科・口腔外科	 近石　壮登

EP14-5	 	がん診療拠点病院における看護師ボランティアによるタッチングケアの意義	―治療の場に「感
情の解放」をもたらす多職種協働とサポーティブケアの検討―

	 帝京大学			医療技術学部			看護学科	 諏訪　律子

EP14-6	 	がん医療に携わる医師を対象とした「がん医療における患者－医療者間のコミュニケーションガ
イドライン2022年版」および質問促進リストの普及状況調査

	 自治医科大学附属病院			こころのケアセンター	 山本　理栄

EP14-7	 	デガレリクス皮下注に伴う注射部位反応（ISR）が治療継続に及ぼす影響（第2報）	～投与プロトコ
ル導入前のベースラインデータの後方視的検討～

	 社会医療法人			製鉄記念八幡病院			看護部	 船越　　翼

EP14-8	 	医療者と市民が協働して作る第3の場推進の取り組み
	 藤田医科大学	 松岡　　宏

EP14-9	 	がん看護相談外来における化学療法患者への多職種連携支援の看護評価～アンドラゴジーの視
点からの考察～

	 石巻赤十字病院	 玉置　一栄

EP14-10	 	思い出の味がもたらす心のケアの可能性―食の記憶が語る「つながり」と「生きてきた証」
	 株式会社michiteku（猫舌堂）	 柴田　敦巨

EP14-11	 	AYA世代の悪性リンパ腫症例から考えるAYA世代がん診療の課題
	 東京慈恵会医科大学			西部医療センター			腫瘍・血液内科	 齋藤　　健

51


